
 

平成２３年度 宮崎県立宮崎農業高等学校 

育てた野菜でつくる『宮農版お弁当の日』 

１『宮農版お弁当の日』のテーマ 

 
食・農・家族のつながりを深める『弁当の日』 

～育てた野菜を活用した取組を通して～ 

２『宮農版お弁当の日』の基本的な考え方 

 

３『宮農版お弁当の日』の目的 

 

４『宮農版お弁当の日』推進組織 

 

○自分でお弁当を作り食することで、一人でやり遂げ

た達成感や喜びを感じる。 

○食と農の大切さについて考える機会とする。 

○保護者への感謝の気持ちを持つとともにコミュニ

ケーションの場面を作る。 

【食農教育推進委員会】 

 

 

         【企画委員会】 

【食農教育推進委員会】 

 

 

          

 

教科代表（農業・家庭） 

     教科担当者（農業科学基礎） 

          （総合的な学習） 

     

     企画運営（農業クラブ） 

    【生活文化科】 

 企画運営（家庭クラブ） 

    【生徒指導部】 

     関係部活動 

（園芸流通部、ボランティア部） 

     

 

 

５ 全体構想 

 

６ 取組の実際 

（１）実施計画 

期日 

（平成２２年度） 
行事等 参加学年等 概要 

４月２１日（水） 耕うん 園芸流通部・ボランティア部 ハウス 

４月２３日（金） 土壌分析・マルチ張り 園芸流通部・ボランティア部 チャレンジファーム 

４月２９日（木） 種まき 園芸流通部・ボランティア部 チャレンジファーム 

５月 ６日（木） トマト定植 園芸流通部・ボランティア部 ハウス 

 ５月３１日（月） 管理 園芸流通部・ボランティア部 ハウス・チャレンジファーム 

間引き・除草・芽かき 

６月１４日（月） 管理 園芸流通部・ボランティア部 チャレンジファーム 

間引き・除草 

７月１２日（月） 宮農版お弁当の日 希望者１００名  

９月 ９日（木） 種まき 食品工学科１年 ジャガイモ・ニンジン 

９月１０日（金） 種まき 生産流通科１年 ジャガイモ・ニンジン 

９月１４日（火） 種まき 環境工学科１年 ジャガイモ・ニンジン 

９月１５日（水） 種まき 生活文化科１年 

生物工学科１年 

ジャガイモ・ニンジン 

９月下旬～ 管理 各クラスごと 間引き・除草・芽かき 

１０月２６日（火） １学年ＰＴＡ集会 １学年生徒・保護者 講演：船ヶ山氏清史氏 

１２月 ８日（水） 収穫 １学年 ジャガイモ・ニンジン 

１２月 ９日（木） 配布 参加者３００名 ジャガイモ・ニンジン・スナッ

プエンドウ・トマト・米・ホウ

レンソウ・ミカン・ブロッコリ

ー 

１２月１３日（月） 宮農版お弁当の日 １学年、２・３年職員の希望者

３００名 

体育館にて実施 

 

校長（教頭） 

農場長 事務部 

教務部 

農務部 

１年学年団 

【食農教育推進委員会】 

校長、教頭、事務長、教務主任、生徒指導主事、

農場長、保健主事、各学年主任、各学科主任 

 

 本校では、生徒のプロジェクト活動の一環として「弁

当の日」がスタートし、農業高校の特性を活かした「宮

農版お弁当の日」として発展している。 

 近年、高校生においても食生活をめぐる環境の変化

に伴い、栄養の偏り、不規則な食事、生活習慣病の増

加など、食をめぐる様々な問題が起きている。このよ

うな中、生徒たちは高校進学後、給食に代わって弁当

を持参しており、献立の立案から、材料の準備、調理、

後片付け、盛り付けまで行う「弁当の日」への取組は、

食と向き合う絶好のチャンスと考えられる。 

宮崎農業高校では、「弁当の日」の取組に学校で育て

た農産物を食材に用いることによって、生徒たちの食

や農に対する関心を一層高め、生産者の喜びや苦労を

知り、家族に対する感謝の気持ちをより深く実感させ

ていきたいと考えている。 

また、育てた野菜を活用した「宮農版お弁当の日」

は「食・農・家族」のつながりを深め、今後、地域に

も広く発展的に普及していくことが期待される。 

宮崎農業高等学校のめざす生徒の姿 

 農務部・家庭科・学年会・総合的な学習の時間・学校行事・部活動・家庭や地域 

『宮
農
版
お
弁
当
の
日
』の
実
践 

「食」 

 とつながる 

「みんな」 

 とつながる 

「農」 

 とつながる 

 

達成感 

感謝の

心 

喜び 

 育
て
た
野
菜
の
活
用 

・食と農に興味・関心 

・家族に感謝 

 

自主性 

実践力 


